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臨時総会兼新年懇親会、開催

1月 29日 、ウエスティンホテル東京において臨

時総会兼新年懇親会が開催されました。

第1部の臨時総会は樋回事務局長司会のもと、

真仁田会長の挨拶、そのあと議長渡辺三郎、副議

長海沼美智子を選出。事業報告を浅海幹事長、中

西会員、上川副幹事長、樋口事務局長、岩崎編集

長が行いました。部会報告では薪塩グルメ部会長

代理、鈴木ゴルフ部会長、土方麻雀部会長、員ll

田囲碁部会長、井本カラオケ部会長、小川ダンス

部会長、大竹旅行部会長、岩崎パソコン部会長が

活動報告と今後の方針を述べました。次に薪塩会

計幹事が中間報告をし、樋回事務局長が東京23区

稲門会連合の現状、友会である品川稲門会、日黒

三日会との親睦状況を報告しました。審議事項に

入 り、会計年度の改定と新役員選任案を出席会員

全員の拍手をもって可決承認。海沼副議長の閉会

の辞をもって臨時総会は終了し、第2部 の新年懇

親会に場を移しました。

懇親会は土川副幹事長司会のもと、会長の挨拶に

続き横山副会長による乾杯の音頭で開宴。三田恵

子指揮によるアンサンブル・プレクトル12名 のマ

ンドリン演奏をBGMに 、懇親の輪が広が りまし

た。

宴なかばには、当会相談役・品田一良早稲田大

学名誉教授によるユーモアたっぷ りの景品抽選会

が行われ、場内爆笑の渦。さらに元東映フライヤ

ーズニ塁手・野球部OBである松岡雅俊氏の情熱

あふれるスピーチに、神宮球場と早慶戦のなつか

しい光景がよみがえりました。午後6時 45分、土

方監事の挨拶、そして「都の西北」斉唱で散会と

なりました。



目黒稲門会会長挨拶
「二年目を迎えて」

員仁田勉 昭和 28年法・碑文谷

会員の皆様、お元気でお過ごしのことと存

じます。日黒稲門会は、一月末をもって一年

を経過し、二年目に入りました。振 り返って、

極めて順調なスター トをきれたと思ってお り

ます。新しい会員数の伸び、各部会への会員

の参加J人況がそれを示しております。私も他

の方々同様、世代を超えて、多くの新しい友

人ができたことを大変喜んでおり、毎月、会

の行事への参加を楽しみにしております。こ

のように、日黒稲門会が順調な滑 り出しがで

きたのは、挙げて、幹事長、事務局長をはじ

めとする役員の方々の奉仕と献身の賜であり

ます。深く敬意を表するものであります。

日黒稲門会が、今後、更により多くの会員

の参加を得て、交流の輪が広がることを願っ

ております。

役員

会  長

本目談 イ受

副 会 長

幹 事 長

副幹事長

事務局長

幹  事
(*は新任)

任期平成13年 3月 31日 まで

員仁田勉 (昭和28年・法)

大隈信幸 (昭和52年・推薦校
友)

小山宙丸 (昭和26年・文)

星野聡史 (昭和26年・理工)

大賀正雄 (昭和14年 ・専政)

品田一良 (昭和26年 。文)

桜井輝隆 (昭和27年 ・商 )

松戸猛 (昭和34年・政経)

佐藤嘉剛 (昭和40年 ・理工)

阿部喜久雄 (昭和19年・専法)

渡辺三郎 (昭和26年 ・理工)

中沢信平 (昭和27年・政経)

都築秀行 (昭和30年・教育)

横山大 (昭和31年 ・政経)

鈴木正明 (昭和35年・政経)

井本成彦 (昭和40年 ・法)

大山高明 (昭和43年 ・商)

海沼美智子 (平成9年・教研 )

浅海敏之 (昭和34年・政経 )

土川俊雄 (昭和41年 ・政経 )

樋口定広 (昭和17年 ・専法)

*島田久家 (昭和27年 ・商)

*松岡雅俊 (昭和31年 ・商)

*橋詰健― (昭和32年 ・政経)

*渡辺太郎 (昭和34年 ・文)

*岡 田鐘吾 (昭和38年 ・理工)

*/1ヽ り|IFfi正  (日召禾口40年 ・商)

*計良勝利 (昭和40年 ・法)

*松尾洋一 (昭和40年 ・政経)

*岸猛弘 (昭和41年 ・政経)

*鈴木貴子 (昭和43年・教育)

*針谷正治 (昭和45年 。社学)

*針谷紀子 (昭和45年・文)

岩崎正夫 (昭和47年・商)

*大竹一子 (昭和49年・商)

*中 西千可子 (昭和51年 ・文)

薪塩文夫 (昭和52年・教育)

*阿部隆彦 (昭和54年・文)

高橋和彦 (昭和58年 ・文)

*浅田哲 (昭和59年 ・法)

*中 上美代子 (日召和61年 ・文)

*脇坂誠也 (平成2年・政経)

小川憲― (平成6年・人科)

榊原潤 (平成7年・社学)

*宮下光司 (平成7年・人科)

市川ルミ (平成8年・理工)

*桜井雅芳 (平成9年 ・商)

*田 哲基 (平成10年・文)

土方正巳 (昭和27年 。政経)

林田雅敏 (昭和31年・商)

事幹

問顧

監 事

第4回東京23区
稲門会連含大会について

2月 18ロ リーガロイヤルホテルhl稲田にて開催。

第 ・部では高橋健治会長の挨拶、日元周策校友会事務局長の校友連

携強化員の紹介、23区 稲門会の紹介、次期会長の挨拶があった。

第二部では早稲田スポーツを大いに語るとの企画があリスペシャル

ゲストの佐藤副総長をはじめとして水泳部OBの 山中毅氏、野球部OB

の谷沢健一氏、ラグビー部OBの 宿沢広朗氏のパネリストがフジテレ

ビ松倉アナウンサーのFl会により早稲口Jス ポーツの現状、問題点、将

来への展望等について大いに語り合い出席者との質疑等があり終了し

た。

次いで第二部の懇親パーティに移り奥島総長の挨拶、校友会代表の

中嶋幹事の挨拶、近隣校友会の紹介等があり奥島総長の人生濠1場の隠

し芸、最後に応援部リーダーの指揮、プラスバンドの演奏による校歌

の斉唱により大いに盛り上ったところで閉会となった。

尚当Flの 日黒稲門会からは、阿部、鈴木、海沼の各副会長、上方、林

田の両監事、樋同事務局長、石塚、平沢、岩崎、中 11、 土川の各氏が

111席 した。

副幹事長 土川俊雄

地域貢献活動について

我が会の初年度の地域貢献活動として去る11月 14日 H曜 日、東横線

材i天寺駅近くの L目 黒住区センター音楽室に於いて、『にはんむかし

あそび』の会を開催いたしましたc近年、外で遊ぶ子供達の姿が少な

くなりおillい に電Illで アポイントを取って、室内でTVゲームに興じ

る子供達が多くなっているようです。そんな子供達に私達の知恵や想

像力を与えてくれた昔遊びを少しでも伝える事ができたらという意見

を形にしてみました。

当日は約10名の子供に対し、会員以外のボランティアの方々も含め

20名 程の大人というメンバーでしたが、笹舟を初めて作って水面に浮

かべてみたり、音話、紙芝居、紙風船、ケン玉、おはじき、あやとり

等、いきいきと遊ぶ子供の姿は、私たちにも楽しい時間をプレゼント

してくれました。もちろん会場の選定、PR活動、不測の事態への対

応等、反省点は多々ありました。しかし、これからも我々で知恵を出

し合い、この活動を何かの形で継続していかなければならないのでは

ないかと思います。

さて、これからの活動についてですがいくつかの提案が出ていますの

でご紹介します。

(1)独身の目黒稲門会の会員の方々、ご子弟、知人の方々で、人

生の伴侶を探していらっしゃる方々へ良き出会いの場を提供

する事。具体的にはパーティ形式になると思いますが、いか

がでしょうか ?

(2)身体の不自由な方々のためのパー トナー ドッグ協会への協力

ですcこ れからの高齢化社会にむけてますます必要とされて

くると思います。目黒各地域に募金箱を設置する協力店をお

願いする等の活動が出来ます。

(3)早大で苦学している学生をサポー トする奨学金のようなもの

を出す事 (対象は留学生という意見でした。)

(4)地域スポーツヘのOBに よる指導等のボランティア。

(3)と (4)は 先日の臨時総会の折りに校友の方から口頭でご提案を

うけたものです。これをご覧になっている皆様もご意見、ご批判、ご

提案があればどしどしお寄せ下さい。真の地域貢献について熱く語り

合って参りましょう。

幹事 中西千可子
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第二回旅行会 “お花見ツアー"(H帰 リバス)決定 ノ′

「身延山久遠寺の しだれ桜を見る会J

4り 111](11)募集人員4571ご 家族、ご友人OKです
=

会   費 :7700円 (バ ス代、お弁当代、帰 りのアルコール代含む )

11   程 :目 lL,t集
合 (7:30'― → 中央道― 身延山久遠 ■ (樹 齢4111)年 の しだれ桜の

観賞)一 実相 ■ (樹 齢1800年 とlll定の 11高 神代桜の制 1)一 慈雲寺

(天 然記念物のいと桜の観賞)―→ 中央迫―,l ll駅到斎 (19:30)予 定

申 込 方 法

締め切り日

連 絡 先

:往復葉吉でお 1押 し込み ドさい.lL話 II込 不 :可

後 H詳悧‖を tl■ i「i葉 吉で連絡致 します .

〒153-0061 中‖黒5-22-25 大竹 ‐子

3月 25日 (土 )

:‖ l■ 稲門会 旅行部会長 人竹一 子

TEL3712-7090(夜 場8時以降 )

第二金曜は、飲み食い放題の
平成11年 1月 30日

平成11年 12月 31日目黒稲門会員誰もが参加でき気軽に飲み語 り合う

「三金会J。 毎月第3金曜午後6時 より9H寺 まで目黒

通り「鮨八」2階座敷を予約してあります。5,000円 で飲み&食

い放題c公式の打合わせで出ない楽 しい話題もポンポン飛び

:ょ濡[ぇ以
入り焔 迎|ブラっと

理麟1メロ乞ォー

★連絡先 :副 幹事長・上川俊雄

(03-3794-0396) ―

鮨八 日黒区中町1-25-20 Tel:03-3719-2666

(目 黒駅より東急バス日黒消防署下車2分 )

11:30～ 13:30 17:00～22:00(日 曜休 )

「三金会」へ。

収入の部

年 会 費 収 入  612,000

前 受 年 会 費  15,000

懇 親 会 収 人  525,000

組織強化補助金  180,000

寄 付 金 収 入  105,082

茉佳   1又   フ、    12.075

支出の部

部 活 費

会 報 費

交 際 費

事務用品費

通 信 費

会 議 費

雑   費

翌月繰越金

181,446

118,650

110,241

171,107

87,530

456,416

13,224

310,543

今年度は、設 立年度にもかかわらず、年5Fllの グルメ会を開催することができました。

稲 Fl会 広しと言えども、設 立年度にこれ程の食べ歩きをした会は寡間にして聞いてお り

ません。

これで、 .・llllLrlを 除いた身体各部には十分な栄養が行き
'Jい

たことと思います。4サ l以

降は、早稲 Hlに 山縁のある著名人をお招 きし、「ためになるお話」をお聞きしなが ら料

理をいただき、脳への栄養橘‖給 も 十分に行うことを日的としたグルメ会を開催できるこ

とを願ってお ります

日黒稲円会の方々には、グス トの人選 挙1理 の選りU等 にお力添えをlllけ れば幸いです。

グルメ部会長 海沼美智 子

ゴルフシーズンが Rlも なく開幕致 します。

今年は ド記 予定で開lLすべ く準備を進めてお ります.多 数の皆様の参加をお待ちして

お ります。

第111   5月 12H(金 )  鹿島の‖:カ ントリー倶楽部

第2回    8月 6日 (日 )  デ イスターゴルフクラブ

第3「I   H月 10‖ (金)  未 定

尚ご家族、知人の皆様の参加も歓迎 してお りますのでご遠慮なくご連絡 ドさい。

鈴木正明

(3712-5672)

渋谷 lll」 谷 ‖113区稲「 J会 による第 1阿 親II麻雀大会が 1月 23日 (‖ )、 西小 IIIク ラ

ブで |‖ 催されました 参加 された雀友は総勢20名 5卓で、終始なごやかにゲームが行わ

れました.優‖赤は nl田

'「

;■1(渋 谷 )、 2ftt Lf力 t十 人 (1彎 1ll谷 )、 3位 山口 男 (日 11)の

方々が人賞されました.第 2回 ‖の3区 連合親睦麻雀大会は 1月 8H(土 )に 開催されます。

なお、‖Il稲「1会 卜催の第3会麻雀大会は、2'12()11(fl)、 16名 の参加により行われ

ました.

i』 絡先 :1林雀部会長  L方 ‖:巳 (03-3712-8150) り‖碁部会は、毎月 「1、 第 1金曜 ‖、句i後  時から、場所泰山堂囲碁サロン (日 黒駅

徒歩3分、権之llJJ坂 泰山堂ビル8階 03-3191-1511)で 行ってお り、午後6時 頃か ら懇

親会を開いています.参加者15人 のうち毎りj平 均 10人 が集まっています。腕前は間いま

せん。 lll碁 好きの人を歓迎 します ,

歌が上手な人達だけの集 り?と 思っていませんか。決 してそうではあ りません。実は

カラオケが初めてという人i主 で始めました.校友のクラブ「バ ノハ」を借 り切って、気

兼なく楽 しい雰囲気でやっています。

今年度も2ヶ り1に 1日 程度のペースで 月llす る 予定です 歌に「|イ)iが ない方も (勿 論

L手 な方もOK)是非ご参加 卜さい。

*本年度第 1回 開催 :4月 161(H)15:()0～ 18:(lll

*場  所 :「 バ ノハJ LH黒 1-5-10(中「1黒 ,(よ り徒歩2分 )TICI_3793-5555

*会  費 :3()00円

*連絡先 :カ ラオケ部会長 ll〕 H‐り〕 (27年 政経)TEL3176-1123

10り 128日 発足以来2り l現在 15「 1、 愉快 に快適に火快 な汗を流 してきました。各部会未

参加の方も気楽に来られ、適度なビールを楽 しんでいます。近隣の稲門会様にもお声を

かけようかなとも思っています。新 しいお仲 |』 の参加をお待ちしてます。

毎週木曜 日 6:30pnlレ ンスン 7:30～ 9 1 30pnlフ リー

会  費 :男 ¥2.000 女Yl.500人 会金ナシ

参加1資 格 :男 、稲「1会 it tt r、 稲ド1会 11及 び家族、友人

学人駅 1分  スタジオ サ ンステ ノプ 5722-4184

★連絡先 :ダ ンス部会長 小川裕「 (3793-5555)

●電話でお話ししましょう 行ってます
=

昨年秋に「初′亡ヽ者向けパソコン教室Jを 立ちあげる予定でしたが、

会場のパソコンが riく 、新機種に入れ林えるのを行っているうちに時間が経って

しまいました。期待 してお待ちの方、 中し,J(あ りません。‐
iN急 、会jlaを 提供

していただ く品川女子学院の漆理 11長 (1ム 川稲円会)と 詳細を打合せの L、

早期開催を H指 します.次
「

IEヽ PRESSに 具体的 H不1を お矢Πらせいたしますて

パソコン部会長 :ソ 1崎 正夫

II:I :5723-8156

〔単位 :円〕

1,449,157 1.449.157



目黒稲門会会則

第 1条 (名称)

本会は、目黒稲門会と称する。

第 2条 (目的)

本会は、会員相互の親睦、交流を図るとともに、早稲田大学校友会
との連絡を密にし、早稲田大学の発展ならびに目黒区の地域社会に

寄与することを目的とする。

第 3条 (事業)

前条の目的を達成するために、下記の事業を行う。
1.会員相互の親睦を図るための事業
2.会員の啓発に関する事業
3.早稲田大学および早稲田大学校友会の発展に寄与する事業
4地域社会の発展に寄与する事業
5その他本会の目的を達成するために必要な事業

第 4条 (事務局)

本会の事務局は目黒区内に置く。

第 5条 (会員資格)

1.目 黒区内に在住するか、日黒区内の各職域に勤務する早稲田大
学校友

2目黒区以外に在住する校友で、会員から推薦のあつた校友

第 6条 (役員)

本会は、次の役員を置く。

会長 :1名 、副会長 :若干名、幹事長 :1名、副幹事長 :1名、事
務局長 :1名、幹事 :30名以内、

監事 :2名

第 7条 (役員の選任)

1会長、副会長、幹事および監事は、総会において会員のなかか
ら選出する。

2幹事長、副幹事長、事務局長は、幹事の互選による。
3役員の任期は 2年とし再任を妨げない。ただし会長職について
は、 2期を限度とする。

第 8条 (役員の職務)

1.会長は本会を代表し、会務を統括する。
2.副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長の職務を
代行する。

3.幹事長は会長を補佐し、会務の執行を行う。

4.副幹事長は会長、幹事長を補佐し、会務の執行を行う。
5事務局長は会の事務を統括する。
6.幹事は会の事業計画の企画、立案を行い、その執行について幹
事長、副幹事長と協議し、会務を処理する。

7.監事は本会の会計監査を行い、総会において報告する。

第 9条 (顧間、相談役)

本会の発展のため、顧間ならびに相談役を置くことができる。

顧間、相談役は、役員会の推薦により、会長が委嘱する。

第 10条 (総会)

1.総会は会長が召集する。
2.定時総会は毎年 1回 とし、事業年度終了後 6ヵ 月以内に開催す
る。

3.臨時総会は会長が必要と認めたとき、または会員20名以上の請
求があつたとき開催することができる。

4.決議は出席者の過半数をもつて成立する。

第11条 (役員会)

1役員会は、会長、副会長、幹事長、副幹事長、事務局長および

幹事、ならびに監事をもって構成し、事業運営を協議、執行する。
2この会則に定めのない事項については、役員会において協議決
定する。

第 12条 (会計・口座)

本会の運営経費は、会費、寄付金、その他の収入をもってこれに充
当する。本会口座を目黒郵便局に設ける。

第 13条 (会費)

1.本会の会費は年額5000円 とする。ただし卒業後 5年未満の校
友は年額3000円 とする。

2当該年度において、10月 1日以降に入会した校友の会費は、前
項に定める会費のそれぞれ2分の1とする。

第14条 (事業年度および会計年度)

本会の事業年度および会計年度は、4月 1日 より翌年3月 31日 まで
とする。

施行日は平成12年4月 1日 とする。

平成 11年度の会計年度は、本年3月 31日 まで、15ヶ月となる。

第 15条 (会則の改廃)

会則の改廃は、総会出席者の 3分の 2以上の承認を得なければなら
ない。

附則 :本会則は、平成 11年 1月 30日 から施行する。

目黒稲門会入金申込書
目黒稲門会に □入会する

氏名
(フ リガナ)

自宅住所 〒

TEL:

勤務先名

T

TEL:

□いずね入会したい

男 卒業年

女
日召 不ロ

平 成   年

FAX:

こ記入の上FAXまたは下記宛ご郵送下さい。

FAX103… 3723… 9720

〒152‥ 0013日黒区碑文谷 3‐ 4‐ 17日黒稲門会事務局

学部

●プロ7r―ルをお知らせいた日すれば幸いで魂

出身サークル/ゼミ

出身高校

趣味 特技

住所

FAX:


